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伸くんの作品

父:利行さん

長浜小3年

西崎伸

埼

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
魚
屋
を
し
て

い
ま
す
。
「
浜
屋
」
と
い
う
魚
屋
に
つ

と
め
て
い
ま
す
。
朝
は
、
五
時
に
い
き

ま
す
。
ま
え
は
し
い
れ
に
八
幡
浜
へ
行

っ
た
け
れ
ど
、
今
は
庄
で
は
た
ら
い
で

い
る
よ
う
で
す
。
お
父
さ
ん
と
ぼ
く
を

く
ら
べ
る
と
、
く
ら
べ
る
こ
と
が
で
き

な
い
く
ら
い
お
父
さ
ん
の
ほ
う
が
、
し

ご
と
を
た
く
さ
ん
し
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
の
顔
は
あ
ま
り
見
ま
せ
ん
。

朝
は
五
時
に
で
か
け
、
帰
る
の
は
夜
の

七
時
で
す
。
土
ょ
う
日
は
た
ま
に
見
ま

す
。
し
ご
と
が
休
み
の
日
は
ち
ょ
っ
と

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
日
ょ
う
日
な
ど
は

少
し
で
も
手
伝
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

西
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父
親
の
在
り
方

父

の

同
H

S
月

間

自

父
親
と
し
で
子
供
に
ど
の
よ
う
に
接

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
子
供
た

ち
は
豊
か
な
「
も
の
」
に
固
ま
れ
て
い

る
が
、
心
の
環
境
は
貧
し
い
。
一
方
、

激
し
い
変
化
と
厳
し
い
競
争
の
な
か
で
、

父
親
た
ち
は
、
「
職
業
人
と
し
で
い
か
に

あ
る
べ
き
か
」
を
考
え
る
機
会
は
多
い

の
で
す
が
、
「
父
親
と
し
で
・
:
:
」
と
な

る
と
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。

最
近
、
家
庭
内
暴
力
、
イ
ジ
メ
、
中

高
生
の
自
殺
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
家
庭
教
育
の

実
情
は
、
外
か
ら
は
な
か
な
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
恵
ま
れ
た
家
庭
か
ら
非
行
少

年
が
出
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
し
、
幼

稚
園
で
模
範
的
と
い
わ
れ
た
子
供
が
、

中
学
生
に
な
っ
て
登
校
拒
否
を
示
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
多
く
の
子

供
の
問
題
行
動
の
芽
は
、
や
は
り
家
庭

の
中
で
見
う
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

父
親
の
影
響
力
が
発
揮
さ
れ
る
の
は

就
学
の
こ
ろ
か
ら
青
年
期
ま
で
だ
そ
う

で
す
。
六
月
十
五
日
は
「
父
の
日
」

0

日
ご
ろ
の
父
と
子
の
関
係
を
じ
っ
く
り

考
え
て
み
て
、
「
父
親
の
在
り
方
」
を
い

ま
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
父
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、
長
浜
小
学
校
の
皆
さ
ん
に
お
父

さ
ん
の
似
顔
絵
を
描
い
て
項
き
ま
し
た
。

温
か
い
心
の
ふ
れ
合
い
で
も
っ
て
、
明

る
い
家
庭
を
築
き
た
い
も
の
で
す
。

父の自に寄せて

父..実さん

長浜小 1年

沖井瑞穂

父:壮さん
長浜小 2年

明智奈緒

父:一種、さん
長浜小 2年

山本佳司

父:紀孝さん
長浜小4年

福本英子

父:言語こさん
長浜小 5年

谷口涼子

父:進さん
長浜小 6年

清田理香
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嘗笛併時判明由時四時時四

曲
一
旦
茂
小
屋
内
運
動
場
な
ど

簡
保
、
年
金
環
一
克
融
資

郵
便
局
の
簡
易
保
険
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。
皆
さ
ん
の
生
活
の
安
定
と
福

祉
の
増
進
を
図
る
目
的
で
つ
く
ら
れ
た

の
が
簡
易
保
険
、
国
民
年
金
、
厚
生
年

金
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
掛
金
を
積
み
立
て
た
お
金

一一一一国四盟国現況届の提出@計量器定期検査一一叫出町一一蜘一一一組

須
沢
に
完
成
し
た

簡
易
水
道
施
設

は
、
一
部
が
市
町
村
に
還
元
融
資
さ
れ
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
使
わ
れ
役
立
っ
て

い
ま
す
。

長
浜
町
で
は
、
六
十
年
度
は
下
表
の

と
お
り
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

昭和J60年度年金積立金還元融資事業

業

昭和60年度簡易生命保険積立金還元融資事業

事

借入額

千円
63，200 

事業費

92.930千円

名事

西南地区箇易水道整備事業

借入額

26，100千円
円

費
一
ド八

U

業
一

A

事
十
日
出

名

豊茂小学校屋内運動場新築

住宅改修資金貸付金

業

国
ん
童
手
当
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん

六
月
中
に
現
況
届
の
提
出
を

こ
れ
は
現
在
、
支
給
を
受
け
て
い
る

方
の
前
年
の
所
得
、
養
育
の
状
況
な
ど

を
届
け
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
こ
の
届

け
出
は
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切
な
も
の
で

す。

引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
資
格
が
あ
っ

て
も
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
い
と
、

六
月
分
か
ら
の
手
当
を
受
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

法
の
敢
正
で

二
人
目
の
わ
子
さ
ん

も

対

象

1，100 

今
年
の
六
月
一
日
か
ら
、
児
童
手
当

法
が
改
正
さ
れ
、
一
一
人
目
の
お
子
さ
ん

に
も
、
手
当
が
支
給
さ
れ
る
ご
と
と
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
二
人
目
の
お
子

さ
ん
は
、
昭
和
五
十
九
年
六
月
二
日
以

後
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
に
限
ら
れ
ま

す。
現
在
、
児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給
付

を
受
け
て
い
る
方
で
、
一
一
人
目
の
お
子

さ
ん
が
そ
の
対
象
と
な
る
方
は
、
「
現
況

届
」
の
前
に
「
増
額
改
定
請
求
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
月
額
二
千
五
百

円
の
児
童
手
当
が
増
額
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
「
増
額
改
定
請
求
書
」
を
提
出
し

な
い
と
、
六
月
か
ら
増
額
分
は
支
給
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給
付
を
受
け

て
い
る
方
は
、
六
月
一
日
か
ら
六
月
三

十
日
ま
で
の
聞
に
「
現
況
届
」
を
現
在

住
ん
で
い
る
市
区
町
村
に
(
公
務
員
の

方
は
勤
め
先
に
)
出
し
て
項
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

3，620 

。
。

届
け
出
用
紙
は
、
役
場
住
民
課
に
あ

り
ま
す
の
で
、
心
要
事
項
を
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
月
一

日
以
後
、
長
浜
町
に
引
っ
越
し
て
き
た

人
は
、
以
前
に
住
ん
で
い
た
市
区
町
村

の
「
六
十
年
中
の
所
得
証
明
書
」
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
役
場
住
民
課
で
わ
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

母
子
家
塵
・
重
度
心
障
者

医
み ず 療

み費
三又- r'主主

わ丞
り中口
ま者
す証

7月から

母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
、
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
、
い
ず

れ
も
こ
の
七
月
一
日
か
ら
新
し
い
も
の

計
量
器
定
期
検
査

po
月
間
山
田

j
知
山
由

計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
日
程

で
計
量
器
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す
。

取
引
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
は
最
寄

り
の
検
査
場
で
必
ず
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
計
量
器
は
、
「
は
か
り
」
「
自

動
ま
す
」
「
皮
革
面
積
計
」
で

す
。
検
査
手
数
料
は
計
量
器

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、

当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

病
気
、
旅
行
そ
の
他
や
む
表口王

を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
日
目

程
表
の
期
間
内
に
受
け
る
こ
誼

と
の
で
き
な
い
場
合
は
、
市
刺

町
村
役
場
ま
た
は
県
計
量
検
誌

定
所
(
松
山
市
一
番
町
県
庁
車

内
)
に
届
け
出
で
く
だ
さ
い
。
計

期
間
中
に
検
査
を
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
を
届
け
出
た
計

量
器
に
つ
い
て
は
、
別
に
指

定
す
る
期
日
に
検
査
を
行
い

ま
す
。

定
期
検
査
を
受
け
ず
に
計

に
変
わ
り
ま
す
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
受
給
者
証
は
、

六
月
末
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

町
で
は
六
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証

と
取
り
替
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

回
覧
で
周
知
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

そ
れ
に
基
づ
い
て
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

量
器
を
取
引
証
明

に
使
用
し
た
場
合

は
、
五
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
ま
す
。

大
型
は
か
り
等
で
指
定
検
査
場
へ
持

参
で
き
な
い
場
合
は
事
前
に
役
場
ま
た

は
県
計
量
検
定
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

検査日 キ負 査 時 間 検 査 士号 所

6月16日 午前11時から正午まで l 長浜青果農協喜多灘支所

6月16日 午後1時3扮から 3時まで 長浜町体育館

6月17日 午前1佃寺から午後3時まで 長浜町体育館

6月18日 午前 10時から正午まで 櫛 生 連 高告 所

6月18日 午後1時30分から 3時まで 出 海 連 絡 所

6月19日 午前11時から正午まで 豊 茂 連 絡 戸庁

6月19日 午後1時30分から 3時まで 大 平日 連 絡 所

6月20日 午前11時から午後2時まで 白 j竜 連 絡 F斤
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本
年
三
月
三
日
に
内
山
線
が
開
業
、

来
年
四
月
に
は
分
割
・
民
営
化
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
海
岸
田
り
を
存

続
さ
せ
、
よ
り
利
便
性
を
高
め
る
運
動

を
展
開
し
よ
う
と
国
鉄
予
讃
本
線
対
策

協
議
会
(
大
洲
市
・
長
浜
町
・
双
海

町
・
保
内
町
)
で
は
、
利
用
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

回
収
は
則
M
W

中山一昨一 一みんld:で存続させよう海揮圏り繰

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
二
月
二

十
四
日
か
ら
二
日
間
、
主
と
し
て
長
浜

白
滝
、
五
郎
、
八
多
喜
、
下
灘
、
上
灘

間
四
り
線
ア
ン
ケ
ー
ト

の
各
駅
の
利
用
者
と
保
内
町
の
磯
崎
地

区
の
全
戸
(
百
五
十
戸
)
に
千
二
十
枚

の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
、
六
百
六

枚
(
回
収
率
五
九
・
四
%
)
を
回
収
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
う
ち
男
性
立
三
百

二
十
人
(
五
一
二
%
)
、
女
性
二
百
八
十
六

人
(
四
七
%
)
で
し
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、
学
生
を
中
心
に
十
六
項
目
の
質
問

に
答
え
て
項
き
ま
し
た
。
(
複
数
回
答
)

カ
「
国
鉄
の
分
割
民
営
化
や
内
山
線
の

開
業
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
か
」
と
い

う
聞
い
に
対
し
て
、
「
両
方
と
も
知
っ
て

い
た
「
四
百
四
十
二
人
(
七
三
%
)
、
「
分

割
民
営
化
だ
け
知
っ
て
い
た
」
七
十
二

人
(
一
二
%
)
、
「
内
山
線
だ
け
知
っ
て

い
た
」
六
十
五
人
(
一
一
係
)
、
「
両
方

と
も
知
ら
な
か
っ
た
」
十
三
人
(
二
%
)
、

で
し
た
。

こ
の
ま
ま
存
続

将
来
の
海
岸
線

大
「
将
来
、
海
岸
線
は
ど
の
よ
う
に
な

る
と
思
う
か
」
に
つ
い
て
は
、
「
便
数
は

減
つ
で
も
こ
の
ま
ま
存
続
さ
れ
る
」
四

百
三
十
一
人
(
七
一
%
)
、
「
廃
止
さ
れ

る
」
百
五
十
九
人
(
二
六
%
)
、
「
わ
か

ら
な
い
」
十
六
人
(
三
%
)
で
し
た
。

大
廃
止
さ
れ
る
と
答
え
た
人
に
そ
の
理

由
を
尋
ね
る
と
、
「
存
続
し
て
も
採
算
が

と
れ
な
い
」
百
六
人
(
四
一
%
叫
「
利

用
者
が
少
な
い
」
八
十
九
人
(
三
四
%
)

「
内
山
線
が
開
業
さ
れ
る
た
め
」
六
十

三
人
(
二
四
%
)
で
し
た
。

甲
将
来
海
岸
線
は
ど
の
よ
う
に
な
る
と
思
う
か

廃マ J

イ言
カれ
lた

を b

利
用

ム
H

「
廃
止
さ
れ
た
ら
ど
う
す
る
か
」
と

い
う
聞
い
に
は
、
「
マ
イ
カ
ー
を
利
用
す

る
」
百
人
(
一
一
一
九
%
)
、
「
パ
ス
を
利
用

す
る
」
九
十
四
人
(
三
六
%
)
、
「
ど
う

に
も
身
動
き
で
き
な
く
な
る
」
四
十
七

人
(
一
八
%
)
「
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
」

十
四
人
(
五
%
)
の
順
で
し
た
。
約
四

割
の
方
が
「
マ
イ
カ
ー
を
利
用
す
る
」

と
答
え
て
お
り
、
増
便
し
て
利
便
性
を

向
上
ふ
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

関
%
の
人
が

海
岸
線
必
要

大
「
海
岸
線
は
必
要
か
」
で
は
、
「
心
要

で
あ
る
」
五
百
二
人
(
八
三
%
)
「
必
要

で
な
い
」
九
十
四
人
(
一
五
%
)
で
、

約
八
割
の
方
は
海
岸
線
が
必
要
と
答
え

で
お
り
、
存
続
運
動
を
更
に
展
開
し
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。通

勤
、
通
学
、

通
院
に
利
用

大
「
必
要
で
あ
る
」
と
答
え
た
人
に
理

由
を
尋
ね
る
と
、
「
通
学
に
利
用
」
四
百

五
十
一
人
(
二
三
%
)
、
「
通
勤
」
四
百

二
十
五
人
(
一
二
一
%
)
、
「
仕
事
に
利
用
」

四
百
十
四
人
士
二
%
)
、
「
通
院
」
三

百
八
十
三
人
(
一
九
%
可
「
そ
の
他
」

百
八
十
人
(
九
%
)
で
、
約
八
割
の
方

が
通
勤
、
通
学
、
仕
事
、
通
院
の
た
め

海
岸
線
が
必
要
と
訴
え
て
い
ま
す
。

wv
国
鉄
は
ど
の
よ
う
な
埼
合
に
利
用
し
て
い
る
か

大
必
要
で
な
い
と
答
え
た
方
に
そ
の
理

由
を
尋
ね
る
と
、
「
利
用
し
な
い
」
四
十

一
人
(
四
三
%
)
、
「
不
便
で
あ
る
」
十

七
人
(
一
八
%
)
、
「
自
家
用
車
を
持
っ

て
い
る
」
十
五
人
二
六
%
)
、
「
パ
ス

や
電
車
を
利
用
す
る
」
十
一
人
(
一

一
%
)
、
「
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
」
六

人
(
六
%
)
で
、
便
利
が
よ
く
な
れ
ば

利
用
者
が
増
え
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す。

国鉄予讃本線

対策協議会長

二 宮 重憲

内
山
線
の
開
業
に
伴
っ
て
改
正
さ
れ

た
新
ダ
イ
ヤ
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
極

め
て
不
便
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
測
さ
れ
た
こ
と
と
は
い
え
、
急
行
の

廃
止
と
普
通
列
車
の
減
便
は
、
こ
れ
ま

で
私
達
の
足
と
し
て
生
活
会
般
を
支
え

続
け
て
く
れ
た
国
鉄
の
将
来
を
否
定
的

な
も
の
と
し
、
ま
た
来
年
四
月
に
予
定

さ
れ
て
い
る
分
割
民
営
化
は
、
路
線
の

廃
止
と
い
っ
た
状
況
を
招
く
の
で
は
な

い
か
と
杷
憂
し
て
お
り
ま
す
。
協
議
会

と
し
て
は
、
住
民
生
活
を
低
下
さ
せ
る

ば
か
り
か
、
町
が
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
開
発
事
業
に

も
影
響
を
与
え
る
こ
の
よ
う
な
現
状
を

座
視
す
る
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
沿
線
の
他
市
町
と
も
連
携

し
、
存
続
及
び
ダ
イ
ヤ
改
正
に
強
力
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
な
お
一
一
層
国
鉄
の
利
用
に

ご
協
力
項
き
ま
す
よ
う
わ
顔
い
し
ま
す
。

民

蟻

麓

離

輔

轍

明

揖

鞠
欝
騒
騒
醐
麟
千
配
針

ー

品

調

輔

輔

緩

鵬

瞬

常

議

臨

壇

踊

誕

踊

蹴

醐

ハ

b

凶
蟻
躍
輯
隅
揮
闘
輯
臨
融
閣
制
調
蝿
圏
問
調
盟
内
ノ
U
】

l
l

番

号

1
j
j
東

(

朝

国
鉄
は
庶
民
の
足

私
が
長
浜
に
帰
っ
て
き
て
一
番
不
便

に
感
ビ
た
の
は
な
ん
と
い
つ
で
も
交
通

の
便
で
す
。
国
鉄
を
利
用
し
、
松
山
に

通
い
始
め
て
二
年
余
り
が
経
ち
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
の
あ
る
汽
車
通
は
、
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私
営
、
第
三
セ
ク
タ
ー
で

大
「
海
岸
線
が
廃
止
き
れ
る
と
す
れ
ば

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
」
と
い
う
問

に
対
し
て
ベ
払
営
化
、
第
一
二
セ
ク
タ
ー

な
ど
の
ト
刀
法
で
鉄
道
と
し
で
残
寸
べ
き

で
あ
る
」
四
百

J

一
十
一
人
(
七
一
%
)
「
代

替
パ
ス
の
運
行
」
百
五
十
五
人
工
一

五
%
J
「
廃
止
さ
れ
て
も
仕
方
な
い
」

十
七
人
(
一
二
%
)
で
、
七
一
%
の
方
は
、

第
三
七
ケ
タ
ー
な
ど
で
鉄
道
〉
一

L
ご
残

し
て
欲
し
い
ご
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

会
「
現
在
あ
な
た
は
海
岸
線
を
利
用
し

て
い
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
、
「
た
ま

に
利
用
す
る
」
一
一
一
百
十
九
人
(
五
二
%
)

「
は
と
ん
ど
毎
日
利
用
し
て
い
る
」

二
百
二
十
人
で
二
六
%
)
「
ほ
と
ん
ど

利
用
し
て
い
を
い
」
六
十
人
(
一

O
M
m
)

で
し
た
。

大
「
国
鉄
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
利
用

す
る
か
」
と
い
う
問
け
に
は
、
「
通
勤
」

四
百
七
十
一
人
(
一
一
一
一
一
%
)
「
通
学
」

四
百
三
十
五
人
士
二
%
)
「
通
院
」
四

百
八
人
で
パ
)
%
)
「
仕
事
」
二
一
肖
間
十

一
一
人
二
七
%
)
で
、
八
割
の
方
が
通

勤
、
通
学
な
ど
に
刈
川
し
、
存
続
の
必

要
性
が
高
い
と
与
え
ら
れ
ま
す
。

大
「
国
鉄
と
国
鉄
以
外
の
交
通
機
関
の

ど
ち
ら
を
多
く
利
用
す
る
か
」
で
は
、
「
国

鉄
」
が
四
百
九
人
(
六
ヒ
%
寸
「
国
鉄

以
外
の
交
通
機
閣
」
百
十
八
人
(
二

Q
%
)
「
ど
ち
ら
も
同
ピ
く
ら
い
」
六

六
人
で
一
%
)
で
し
た
。

ム
H

「
圃
鉄
以
外
で
何
を
利
用
す
る
か
」

と
い
う
問
に
は
「
マ
イ
カ
ー
」
百
十
六

人
(
六
三
%
)
「
パ
ス
」
四
十
九
人
(
二

七
%
)
「
タ
ク
シ
ー
」
」
八
人
(
三
%
)

と
自
動
車
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
六
割

際一…… アンケート調査結果

の
方
は
マ
イ
カ
ー
を
利
用
し
て
い
る
の

が
実
態
で
、
存
続
の
較
し
さ
を
う
か
が

わ
せ
ま
す
。

マ
屈
鉄
以
外
で
何
を
柑
用
す
る
か

不

便

に

な

る
イ
ヤ
改
正

大
「
一
一
一
月
三
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い

て
ど
う
思
う
か
)
と
い
う
出
い
に
は
「
不

便
に
な
る
L

五
百
十
八
人
(
八
五
%
)

「
ご
の
ま
ま
で
よ
い
」
七
十
ご
一
人
(
一

二
%
)
「
便
利
に
な
る
」
九
人
(
二
M
P
)

で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
不
便
さ
を
訴
え

て
い
ま
す
。

大
「
不
便
に
な
る
」
と
答
え
た
人
に
今

後
ど
う
す
る
か
と
尋
ね
る
と
「
不
便
に

な
っ
て
も
仕
β
が
な
い
の
で
利
用
「
る
」

一
二
百
七
十
八
人
(
七
一
二
%
)
「
他
の
交

通
機
関
を
利
出
す
る
」
八
十
六
人
二

七
%
)
で
し
た
じ

品回目更、

-
t

令

l
r
fぺ
11輔

快
速
列
車

の
運
行
な
ど

ム
H

「
ダ
イ
ヤ
仁
つ
い
て
は
ど
う
し
た
ら

良
い
か
」
と
尋
ね
る
と
ベ
車
両
を
少

な
く
し
て
で
も
列
車
本
数
非
一
府
や
す
べ

き
で
あ
る
」
四
百
五
十
七
人
(
バ
七
%
)

「
急
行
列
車
の
代
わ
り
に
快
速
列
車
持
一

連
行
す
べ
き
で
ふ
る
」
二
百
五
十
二

人
(
二
二
%
)
と
増
便
や
快
速
列
車
の

運
行
事
一
強
く
望
ん
で
い
ま
す

c

環
状
線
の
形
成
を

全
国

観
光
宣
伝

内山線と結んで環状線の形成を

ム
H

「
海
岸
線
の
利
用
者
を
増
や
す
に
は

Y
一
う
し
た
ら
良
い
か
」
と
尋
ね
る
と
、
「
内

山
線
と
結
ん
で
還
状
線
を
形
成
す
る
」

四
百
四
十
八
人
ご
一
六
川
と
「
全
国
的

に
観
光
宣
伝
す
る
」
二
百
九
人
一
二
一

七
%
)
「
列
中
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
し

コ
一
百
六
人
二
七
%
)
「
納
涼
列
車
や

カ
ラ
オ
ケ
列
車
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
列
車

を
走
ら
せ
る
」
二
百
丘
十
六
人
二

五

μ)
「
刈
用
者
に
自
治
体
が
補
助
金

を
出
す
」
一
一
一
臼
十
六
人
二
二
%
)
で

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
希
望
し
て
い
ま
十
。

利
用
者
増
の

マ
イ
カ
ー
、
パ
ス
の
自
粛

大
「
海
岸
線
を
縫
侍
存
続
す
る
た
め
仁

は
、
利
用
者
を
増
や
す
こ
と
が
最
も
大

切
で
あ
る
が
、
利
用
者
の
立
場
で
何
を

す
べ
き
で
あ
令
か
」
と
尋
ね
る
と
マ

イ
カ
ー
や
バ
ス
弁
一
自
粛
し
て
、
国
鉄
を
利

川
す
る
」
四
百
二
十
一
一
へ
一
~
六
九
%
)
1
友

人
ヤ
知
人
に
国
鉄
の
利
刑
を
進
め
る
」

百
四
十
五
人
(
二
同
%
)
「
何
も
す
る
必

要
は
な
い
」
-
-
十
一
人
(
四
%
)
で
マ

イ
カ
ー
、
い
わ
ス
を
自
粛
「
る
こ
と
キ
一
考

え
て
い
る
方
が
七
割
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

カ
「
国
鉄
に
対
し
て
川
を
望
む
か
」
と

い
う
間
い
に
は
「
列
車
の
本
数
を
増
や

し
て
欲
し
い
」
五
百
卜
七
人
(
三
七
%
)

「
車
両
を
新
し
く
し
て
欲
し
げ
ニ
二
背

三
十
人
(
一
七
%
)
「
駅
員
の
サ

l
w

ス
を
良
く
し
て
欲
し
い
」
二

μ
二
十
四

人
二
六
%
)
「
冷
暖
房
を
適
温
に
し

て
欲
し
い
」
二
百
六
人
(
一
五
%
)
「
禁

煙
事
を
増
や
し
て
欲
し
い
」
八
十
五
人

(
六
%
)
な
ど
の
要
望
が
で
で
い
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
、
通
勤
、
通
学
、
通

院
な
ど
で
不
便
さ
を
訴
え
、
列
車
の
増

便
や
快
速
列
車
の
運
行
な
ど
が
望
ま
れ

て
む
り
、
海
岸
線
の
存
続
の
た
め
、
利

便
性
の
向
上
な
〆
一
の
要
望
を
強
く
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
一
一
一
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
後
一
か

月
間
の
輸
送
概
況
を
み
て
み
る
と
、
海

岸
線
の
一
日
平
均
乗
降
客
は
三
千
二
百

八
十
七
人
で
、
内
山
線
開
業
前
に
比
べ

て
三
三
%
減
っ
て
い
ま
す
。

普
通
列
車
の
一
列
車
当
た
り
の
利
用

者
は
、
海
岸
線
が
百
ペ
ト
二
人
、
内
山

線
か
百
三
十
三
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
で
か
け
る
と
き
は
、
国
鉄

を
利
用
す
る
よ
う
心
掛
け
て
、
存
続
運

動
に
ご
村
山
力
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ほ
ど
者
に
は

b

ま
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
こ
の
一
二
月
に
ダ
イ
ヤ
改
正
が
あ

り
、
ム
7

ま
ぺ
、
、
以
上
に
本
数
、
が
少
な
く
な

り
、
ひ
レ
〈
一
円
卓
乗
り
遅
れ
た
ら
、

一
時
間
の
待
ち
台
わ
せ
は
ざ
ら
で
す
か

ら
、
か
な
り
の
ロ
ス
タ
イ
ム
で
す
。

長
浜
に
と
っ
て
国
鉄
は
庶
民
の
足
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
長
浜
を
活

性
化
さ
せ
る
為
に
も
国
鉄
に
期
待
し
な

い
こ
と
は
よ
り
多
く
の
人
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
「
増
便
」
「
安
ぐ
」
「
速
く
」
で

あ
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。西村幸雄

(55歳)

長浜・高校教諭

急
行
使
の
運
行
を

新
線
開
通
例
喜
び
に
湧
く
陰
で
、
海

岸
泊
線
の
皆
き
ん
は
ど
ん
な
忠
け
で
過

ご
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
水
族
館
が
消

え
、
海
水
浴
場
、
鉄
道
、
人
々
の
連
帯

感
が
消
え
る
と
ず
れ
ば
、
余
り
に
も
大

き
な
遺
産
を
失
い
ま
す
。
こ
の
終
日
鐘
を

素
直
に
受
け
と
め
、

A
7
こ
そ
町
民
が
こ

ぞ
っ
て
ケ
よ
り
上
る
べ
き
で
し
l
一う

υ

海
に
入
ブ
つ
一
夕
日
の
あ
の
美
し
さ
、
長

浜
あ
ら
し
の
迫
力
、
新
鮮
な
海
の
幸
に

海
水
浴
場
、
全
国
的
に
も
貴
重
な
開
閉

橋
な
ど
海
岸
ル

l
ト
の
よ
さ
と
内
山
ル

ー
ト
の
よ
さ
を
連
結
し
た
観
光
ル
1

卜

の
開
発
と
全
面
的
な
P
R
に
よ
る
的
性

化
を
望
み
ま
す
。
海
岸
線
の
、
水
久
保
存

は
勿
論
の
こ
と
、
宿
一
格
的
な
安
全
対
策

し
F

一
七
和
島
長
浜

l
高
松
を
結
ぶ
急
行

使
の
運
行
の
確
保
を
目
指
し
て
へ
E
町
去

の
盛
り
上
が
り
を
期
待
し
ま
す
。
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職
業
人
生
再

女
子
の
職
場
進
出
は
年
々
盛
ん
に
な

り
、
な
か
で
も
育
児
期
以
降
に
再
就
職

を
希
望
す
る
女
子
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
女
子
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
に
応
じ
た
能
力
活
用
策
と
し
で
、

妊
娠
、
出
産
、
育
児
等
に
よ
り
退
職
し

た
女
子
を
再
雇
用
す
る
制
度
を
設
け
る

企
業
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

女
子
再
雇
用
制
度
は
、
企
業
に
と
っ

て
は
自
社
で
養
成
し
た
経
験
、
技
能
を

も
っ
労
働
者
を
確
保
し
、
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
女
子
労
働
者

に
と
っ
て
は
、
過
去
の
キ
ャ
リ
ア
が
い

か
さ
れ
、
女
子
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

合
わ
せ
て
職
業
と
育
児
の
両
立
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

一最ですコンニチハ@長浜文芸

;:三重宝:Jすミヨ;3Z皐券が;⑧;:f

まと っきりつのしい百大のの
す願てる、で立てまし中願素
。つ欲人行考場、すいでい直
て しに動えに相。とのをで
いいなでたた手そ思び込美

のめし
びてい
と、 J心
、「を

女 直 も
の美つ
子」た

でと女
も 名 の
た付子
く tt に
まま育
ししつ
くたよ
育 。 う
つ自に
で然と

(櫛生)ゃん玉 井 直美ち

ス

タ

l
ト

ー
女
子
再
一
曜
閣
制
皆
既
|

労
働
省
で
は
、
こ
の
制
度
の
普
及
促

進
の
た
め
今
年
か
ら
「
女
子
再
雇
用
促

進
給
付
金
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

支
給
額
は
、
再
雇
用
者
一
人
当
た
り
、

中
小
企
業
三
十
万
円
、
大
企
業
二
十
万

円
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
再
雇
用
制

度
に
限
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

祥
し
い
こ
と
は
、
愛
媛
婦
人
少
年
室

(
松
山
市
辻
町
二

l
一二六
)
8
0
8
9

9
!
M
6
7
7
1
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
c

人
権
思
想
の
啓
発

人
権
擁
護
委
員
の
自

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す

か
。
六
月
一
臼
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

60年 6月11日生まれ

父

1
玉
井
勝
利
さ
ん
お
歳
・
母
H
U
英
美
さ
ん
幻
歳

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本

的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民

間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕

生
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委

員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月
一

日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も

に
一
一
層
の
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と

を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々

で
す
。熊

野
熊
雄
(
長
浜
)
平
田
三
盛
(
出

海
)
土
居
孝
童
(
柴
)

相
談
は
無
料
で
、
秘
寄
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

体
罰
の

根
を
絶
と
う

い
じ
め
、

最
近
、
い
わ
ゆ
る
「
い
じ
め
」
に
起

因
す
る
自
殺
や
傷
害
事
件
、
あ
る
い
は

登
校
拒
否
な
ど
が
相
次
い
で
報
道
さ
れ
、

ま
た
、
い
ど
め
方
に
非
常
に
陰
湿
な
も

の
や
執
よ
ラ
な
も
の
が
見
ら
れ
る
な
ど
、

「
い
じ
め
」
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
教
育
職
員
に
よ
る
体
罰
は
、

学
校
教
育
法
第
十
一
条
に
違
反
し
、
児

童
・
生
徒
に
対
す
る
重
大
な
人
権
侵
害

で
あ
り
、
こ
れ
が
、
児
童
・
生
徒
の
「
い

じ
め
」
を
誘
発
、
助
長
し
て
い
る
と
の

指
摘
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
人
権
擁
護
機
関
と
し
て
も

「
い
じ
め
」
・
体
罰
問
題
の
具
体
的
事

件
の
解
決
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

子
供
を
取
り
巻
く
家
庭
や
地
域
社
会
に

対
し
て
、
「
い
じ
め
」
・
体
罰
が
児
童
・

生
徒
の
人
権
侵
害
で
あ
る
こ
と
を
周
知

さ
せ
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
と
も
連

携
を
図
り
子
供
た
ち
が
明
る
く
活
動
で

き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
本
年
度
の
啓

発
活
動
重
点
目
標
を
「
い
じ
め
、
体
罰

の
根
を
絶
と
う
」
と
し
、
全
国
的
な
啓

発
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

施
術
所
を
利
用
す
る

皆
さ
ん
へ

鋸
・
灸
@
あ
ん
車
-
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
所
を
開
設
し
た
者
は
、
法
律
に

よ
っ
て
保
健
所
に
届
け
出
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
治
療

を
す
る
者
は
免
許
を
有
し
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

施
術
所
を
利
用
す
る
と
き
は
、
ま
ず
、

免
許
を
も
っ
て
い
る
者
が
治
療
を
し
て

い
る
か
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

P70 確
認
す
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、

遠
慮
な
く
大
洲
保
健
所
(
容
は

3
1

6
5
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

点
字
に
よ
る
取
扱
い

郵
便
貯
金

郵
便
局
で
は
、
視
覚
障
害
者
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
四
月
一
日
か
ら
点
字
に
よ

る
取
扱
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

通
常
郵
便
貯
金
は
、
ご
利
用
項
い
た

年
月
日
や
金
額
な
ど
貯
金
の
内
容
を
毎

月
一
凶
ご
通
知
し
ま
す
。
定
額
郵
便
貯

金
及
び
定
期
郵
便
貯
金
は
、
ご
利
用
の

つ
ど
定
額
郵
便
貯
金
証
書
及
び
定
期
郵

便
貯
金
証
書
に
添
え
て
預
入
金
額
等
が

点
字
表
示
さ
れ
た
書
類
を
ご
利
用
後
一

週
間
程
度
で
お
送
り
し
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

l
ド
の
氏
名
は
、
点

字
で
表
示
い
た
し
ま
す
。

訂
正

本
紙
五
月
号
で
給
与
改

正
の
欄
中
、
町
長
の
改
正
前
の
金

額
五
十
万
八
千
円
は
五
十
三
万
四

千
円
、
寄
付
採
納
の
欄
中
、
喜
多

灘
小
学
校
教
育
振
興
会
・
:
ピ
デ
オ

カ
メ
ラ
一
台
と
あ
る
の
は
後
藤
熊

市
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
し
ま
す
。

直

圏

直

圃

ー
柴
俳
句
会

1

小
西
か
め
子

鉄
鉢
に
花
び
ら
止
る
大
師
像

徳

田

静

子

肱
川
に
花
を
写
し
て
級
会清

水

潔

子

歯
科
医
院
の
順
番
を
待
つ
朝
桜

林

定

子

独
り
い
て
山
に
物
言
う
炭
焼
夫

新

満

穂

水
仙
を
A
7
活
け
努
て
厨
事坂

井
喜
久
子

陽
炎
を
砂
の
車
が
乗
せ
て
行
き

窪

美

恵

子

額
郁
と
梅
香
は
こ
び
で
風
そ
よ
ぐ

坂

井

良

恵

賑
か
や
鳥
が
も
の
言
う
庭
の
春

清
水
よ
し
子

春
一
番
干
し
物
落
と
し
水
溜
り
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あ
な
た
も

H

騒
音

点
検
U

を
f

自
動
車
の
空
ぶ
か
し
、
ペ
ッ
ト
の
鳴

き
声
、
テ
レ
ビ
や
ス
テ
レ
オ
の
音
:
:
あ

な
た
は
「
絶
対
に
騒
音
は
出
し
て
い
な

い
」
と
い
う
自
信
が
あ
り
ま
す
か
?

「
こ
の
く
ら
い
な
ら
・
」
と
思
う
ご
と

が
、
隣
近
所
に
は
堪
え
ら
れ
な
い
こ
と

が
多
い
も
の
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
円
騒
音

点
検
々
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

家睦看護のABC.日曜当直医

安
全
ス
イ
ッ
チ
を

切
っ
て

浸
水
や
雨
も
り
で
屋
内
配
線
が
ぬ
れ

た
と
き
は
、
ま
ず
、
安
全
ス
イ
ッ
チ
を

切
り
ま
し
ょ
う
。

屋
内
の
配
線
が
浸
水
し
た
場
合
、
そ

の
ま
ま
で
電
気
を
使
う
こ
と
は
危
険
で

す
。
必
ず
電
気
工
事
屈
に
点
検
し
て
も

ら
っ
て
、
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
お
使

い
く
だ
さ
い
。
(
四
国
電
力
)

水
道
は
暮
ら
し
を

守
る
お
母
さ
ん

水
道
週
間

6
月
1
日
(

J

7

日

病
人
が
床
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
は
、
手
洗
い
や
洗
面
の
時
間
を
利

用
し
て
子
早
く
済
ま
せ
ま
す
。

寝
た
き
り
の
病
人
の
場
合
、
ベ
ッ
ト

な
ら
掃
除
機
を
使
つ
で
も
か
ま
わ
な
い

で
し
ょ
う
が
、
畳
に
布
団
で
寝
て
い
る

場
合
は
、
ん
ほ
こ
り
が
守
円
~
な
い
よ
う
に

ぬ
れ
雑
巾
、
化
学
雑
巾
で
ふ
き
掃
除
を

し
ま
す
。
ま
た
、

は

た

合

な

ど

を

使

覇

病

室

の

管

理

覇

欝

欝

襲

っ

て

、

ほ

こ

り

を

藩

ち

着

い

て

舞
い
上
げ
る
こ
と

i

l

l

h

は

避

け

て

く

だ

さ

場

つ

く

り

体

駄

切

る

環

境

を

病
人
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
匂
い
も

気
に
な
る
も
の
で
す
。
食
後
の
後
片
付

け
や
便
器
の
後
始
末
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
使
っ

た
お
絞
り
や
コ
ッ
プ
の
後
片
付
け
、
ゴ

ミ
の
始
末
な
ど
に
も
、
こ
ま
め
に
気
を

配
っ
て
く
だ
さ
い
。

川
理
想
的
容
病
室
川

川

圏

つ

の

条

件

川

病
人
が
落
ち
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
休
め

る
環
境
は
、
病
気
の
苦
し
み
を
軽
減
し
、

回
復
を
早
め
る
上
に
も
役
立
ち
ま
す
。

川
病
室
の
掃
除
や
整
と
ん
川

。

住
宅
事
情
が
許
す
限
り
、
理
想
的
な
病

室
の
条
件
を
満
た
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

〉

7
0

マ
静
か
で
あ
る
こ
と

機
械
音
や
テ
レ
ビ
の
音
、
戸
の
開
閉

音
、
足
音
や
人
の
話
し
声
、
笑
い
声
な

ど
は
、
病
人
に
と
っ
て
気
に
障
る
も
の

で
す
。
特
に
夜
間
は
大
き
く
響
く
の
で

注
意
し
ま
す
。
人
が
会
話
を
す
る
時
の

声
の
大
き
さ
は
病
人
に
と
っ
て
は
犬
き

す
ぎ
る
音
で
す
。
病
人
に
は
、
部
屋
の

中
で
柱
時
計
の
音
が
聞
こ
え
る
く
ら
い

の
静
か
さ
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
の
で
す
。

マ
明
る
く
日
当
た
り

が
よ
い
こ
と

昼
間
で
も
薄
暗
い
と
心
が
沈
み
が
ち

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
ま
り
日
差
し

が
強
く
当
た
り
す
ぎ
る
の
も
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ブ
ラ
イ
ン
ド
や
カ
ー
テ
ン
な

ど
を
使
っ
て
直
謝
日
光
を
調
節
し
て
く

だ
さ
い
。
夜
の
照
明
も
ま
ぶ
し
く
な
い

よ
う
に
、
光
源
を
病
床
の
頭
の
方
に
つ

け
る
等
、
位
置
を
工
夫
し
て
欲
し
い
も

の
で
す
。

軍
風
通
し
の

よ
い
こ
と

空
気
の
入
れ
換
え
は
、
病
気
に
障
ら

な
い
範
囲
で
、
一
時
間
に
一
回
、
一
分

聞
を
円
安
に
行
い
ま
す
。

換
気
に
は
、
戸
外
に
面
し
た
窓
や
扉

を
開
け
で
空
気
を
入
れ
換
え
る
「
直
接

換
気
」
と
、
隣
室
や
隣
り
合
っ
た
廊
下

の
窓
な
ど
を
開
け
て
お
き
、
病
室
の
出

入
り
の
際
に
き
れ
い
な
空
気
が
流
れ
込

む
よ
う
に
す
る
「
間
接
換
気
」
が
あ
り

ま
す
。ど

ち
ら
の
場
合
も
、
室
温
が
急
激
に

変
化
し
た
り
、
風
が
直
接
病
人
に
当
た

ら
な
い
よ
う
、
つ
い
立
て
や
び
ょ
う
ぶ

の
よ
う
な
も
の
を
上
手
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
つ
ね
に
窓
や
戸
に
す
き
間
を

開
け
て
お
く
の
も
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
換
気
の
際
に
、
外
か
ら
気

に
な
る
臭
気
が
は
い
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
明
る
い
零
国
気

病
人
が
長
い
間
寝
ご
む
場
合
は
、
カ

ー
テ
ン
や
壁
紙
、
電
灯
の
か
さ
な
ど
を

明
る
い
も
の
に
し
ま
す
。
絵
や
花
な
ど

の
装
飾
品
も
、
オ
ー
バ
ー
に
な
ら
な
い

程
度
に
気
分
を
ひ
き
た
て
る
明
る
い
も

の
を
選
び
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
部

屋
全
体
の
調
和
が
と
れ
る
よ
う
に
色
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
日
曜
当
直
病
・
医
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
付
時
間
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
救
急
患

者
の
方
だ
け
で
す
。

0
6
月
1
日
清
水
医
院
宮
⑫
2
8
8
3

0

6
月
8
日
米
川
医
院
盟
⑫
0
1
6
5

0

6
月
日
日
岡
田
医
院
宮
(
⑩
0
6
3
9

0

6
月
2
日
菊
地
医
院
雷
⑫
0
2
0
9

0
6
月
四
一
日
門
屋
医
院
雷
⑫
0
2
0
2

乳

児

健

診

0

6
月

日

日

町

体

育

館

午

後

1
時

1
2
時
対
象
は
昭
和
的
年
7
月
、
日

月
、
臼
年
1
月
生
ま
れ
の
子
供
さ
ん
。

し
一
一
一
歳
男
健
診
…

0

6
月

白

日

町

体

育

館

午

後

1
時

1
2
時
対
象
は
昭
和
田
，
年
3
月、

4

月、

5
月
生
ま
れ
の
子
供
さ
ん
。

レ
ン
ト
ゲ
、
子
戒
し
ん
一
橋
検
診

0

6
月

日

日

町

体

育

館

午

前

9
時

別
分

1
1
時
別
分
、
午
後
1
時
1
3
時

0

6
月
刊
日
沖
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
午
前
日
時
i
U
時
却
分
、
午

後
1
時
1
2
時
叩
分

0

6
月

白

日

豊

茂

公

民

館

午

前

日

時
1
1
時
却
分
、
午
前
1
時
1
2
時
加

分
成
人
病
検
診
は
満
的
歳
以
上
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
は
満
四
歳
以
上
。

0

6
月
白
日
各
連
絡
所
は
午
前
9
時

ま
で
、
本
庁
は
午
前
叩
時
ま
で
。
買
い

上
げ
料
金
は
一
頭
五
百
円
。
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長
寿
を
願
つ

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

て

1口口口口口口口口口口口口口口口

をチには "'"' 1l _ ，  r占

行ま参沖いらっしゃいテクノ博ヘ
っき力日 t甫 ， -

セ事与警~テクノピアレディ来町~
ま、大か正ま R といだ始真(
きモ祭ら午えこ o p L_さま美野四

るさ宇ナ月
えん三十
ひ)恵七
め カ ずさ日
テ町ん二
ク長、子
ノを藤会
ビ訪田三
ア問みら
↑等しどう
にでりし。
ぜ「さ二
ひ七んノ
f来月 、レ
てか中デ
くらJlIイ

健
康
で
明
る
い
家
庭

j
農
協
購
入
部
総
会
;

「
健
康
で
明
る
い
家
庭
を
」
「
婦
人
の
手
で
消
費
者
運
動
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

四
月
二
十
二
日
町
体

育
館
で
、
農
協
婦
人

部
総
会
が
聞
か
れ
た
。

ι
お
よ
そ
二
百
五
十
人

の
婦
人
部
員
が
出
席

し
て
、
六
十
一
年
度

の
予
算
や
活
動
計
圃

を
審
議
。
ま
た
、
玉

井
通
孝
先
生
の
母
親
、

主
婦
と
し
て
「
大
切

な
も
の
を
考
え
る
」

と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
た
。

千子
わ
れ

モ

Z野
さ地
二吉蔵
まさ茎

ZU 
21 
れ

ら熱五わるの白もにでん延た小白
れ戦人れ奉児 j竜の行毎で命。野滝固
たが抜二J納童、。わ年長地こ地の 月
。繰き丁相た紫午れ二寿蔵れ蔵宝二
りな会撲ち、後て十をには祭憧十
広どでがに戒はい四願ち小り寺四
げのぺ f子よ川 、る日つな里子カずで日

oJ 

」斗{h;:sV

口

口
口

口口口口口口口口口口口口口口口仁

民
営
化
一
周
年
記
念

3
N
T
T
伊
予
長
混
電
報
電
話
回
周
5

ビ電 呼 展 レ にヤ l街を記 T 同四
て話び示ホ、ツシー実念民局月 N
いのかしン電チヨコ施感営中二 T
た相 け て カ 話フンミ 0 謝化庭十 T

O 談 J 利 l機レ」ユ「セーで四伊
に';J"用ドや l をニ人 i 周 N 日予
応竺ををテズキケ・ル年 T 、重

電
報
電
言舌
局

ぢを
JlI 
言成
虫13
局
長

で
は;

松

井

健

松
井
健
三
の
家
は
代
々

大
洲
藩
の
長
浜
年
寄
を
つ

あ
U
/

と
め
た
。
村
の
庄
屋
と
同

f

加
明
L

じ
職
で
あ
る
。
嘉
永
元
年

間
(
一
八
四
八
)
十
月
三
十
日
、
十
三

内
代
松
井
正
蔵
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ

ゆ
た
健
三
は
、
明
治
七
年
(
一
八
七
四
)

時
二
十
六
歳
で
分
家
し
、
明
治
十
一
年

切
に
は
長
浜
町
総
代
、
同
十
二
年
に
は

町
長
浜
港
営
繕
所
専
任
と
な
り
、
同
十

均
六
年
三
十
五
歳
で
初
代
長
浜
町
長
に

以
就
任
、
以
来
明
治
二
十
三
年
市
町
村

ゆ
制
実
施
後
も
引
続
い
て
勤
め
、
同
三

m

十
…
年
退
任
し
た
。
し
か
し
同
四
十

叩
三
年
に
ま
た
選
ば
れ
て
三
代
目
の
町

…
長
に
就
任
、
一
期
つ
と
め
て
大
正
三

知
年
退
任
し
た
が
、
長
浜
町
政
に
つ
く

山
す
こ
と
十
九
年
に
及
ん
だ
。

山
こ
の
間
、
明
治
三
十
年
1
同
三
十

…
六
年
に
は
郡
会
議
員
、
同
三
十
六
年
'

一

1
同
四
十
年
に
は
県
会
議
員
、
第
六

一
代
県
会
副
議
長
と
し
て
郡
・
県
政
の

叩
場
で
活
躍
し
た
。

…
港
町
長
浜
の
最
大
の
課
題
は
、
港

一
湾
の
整
備
で
あ
る
。
安
政
年
聞
に

山
築
造
さ
れ
た
新
港
が
、
肱
川
口
よ
り

ω

排
出
す
る
土
砂
が
堆
積
し
て
船
舶
の

内
出
入
が
困
難
と
な
る
為
、
松
井
健
三

仰
は
明
治
十
一
年
・
同
十
六
年
・
同
二

十
二
年
・
同
二
十
六
年
自
同
二
十

八
年
・
同
三
十
年
と
波
一
戸
修
築
を

郡
・
県
に
申
請
し
、
町
単
独
で
度

々
施
工
し
た
が
、
土
砂
の
流
入
は

防
止
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
明
治

四
十
四
年
に
は
全
く
水
路
を
塞
ぎ
、

勝
、
漁
船
す
ら
も
交
通
し
得
な
く

な
っ
た
。
県
会
議
員
、
県
会
副
議

長
経
験
の
松
井
は
直
ち
に
港
湾
改
修
を

県
に
申
請
、
県
も
す
ぐ
測
量
に
従
事
し
、

翌
四
十
五
年
二
月
起
工
、
大
正
二
年
六

月
挨
工
す
る
ど
同
時
に
、
港
口
及
び
一

し
ゅ
ん
せ
つ

文
字
波
戸
の
中
聞
を
波
深
し
、
と
の
棄

zd 
却
の
土
砂
を
利
用
し
て
、
港
内
東
部
及

び
{
子
新
地
の
埋
立
(
埋
立
坪
数
二
千
四

百
有
余
坪
)
の
計
画
を
立
て
、
四
代
町

長
西
村
兵
太
郎
に
引
継
ぎ
、
大
正
五
年

完
了
し
た
。
工
費
五
万
八
千
有
余
円
で

あ
っ
た
。

政
治
家
松
井
健
三
は
、
寓
年
と
号
し

で
俳
句
を
よ
く
し
、
宗
匠
と
し
て
長
浜

町
俳
句
会
を
創
始
し
た
。
こ
れ
に
刺
戟

さ
れ
て
当
町
に
俳
人
が
多
数
輩
出
し
た

の
で
あ
る
。
当
時
役
場
に
勤
め
て
い
た

西
村
兵
太
郎
も
、
松
井
高
年
の
感
化
を

う
け
て
俳
誌
「
シ
ブ
キ
」
を
発
行
し
た
。

次
は
松
井
高
年
の
俳
句
で
あ
る

金
持
の
く
る
し
み
お
か
し
大
晦
日

こ
の
ほ
か
彼
は
謡
曲
も
た
し
な
み
、

長
浜
き
つ
て
の
政
治
家
で
あ
る
と
共
に

文
化
人
で
も
あ
っ
た
。

大
正
十
年
五
月
十
日
七
十
三
歳
で
没

し
た
。

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)
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小

野

地

蔵

祭

り

上
杉
く
ん
ら
優
勝

子

供

相

撲

大

会

四
月
一
一
十
四
日
、
山
誌
の
小
野
地
蔵

特
設
七
俵
で
第
四
回
小
野
地
蔵
祭
り
子

供
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
、
白
滝
小
、
柴

小
、
戒
川
小
の
三
年
生
以
上
の
児
童
五

十
三
人
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
通
り
。

一t
:目

に
し
釘
;
一
{
一
一
一
年
生
}
①

一t}

イパ

1111γ
ー
ー
一
上
杉
哲
生
(
引

滝
)
②
中
野
朝
則
(
白
滝
)
④
山
本
正
史
一

(
戒
川
)
{
四
年
生
一
①
徳
山
雄
一
(
柴
)

②
矢
野
雅
治
(
戒
川
)
③
丸
出
光
一

(
戒
川
)
{
五
年
生
]
①
竹
内
義
明
(
戒

川
)
{
六
年
生
一
①
山
中
誠
弘
(
柴
)

き
徳
山
高
司
(
此
士
伝
一
回
目
慎
治
(
白

滝
)

一

三

ん

抜

守

一

年

生

}

中

一
一
:
一
ー
に
い
野
朝
則
(
白
滝
)

阿
倍
真
一
(
柴
)
{
四
年
生
}
徳
山
雄
一

(
緊
)
丸
旧
光
一
(
戒
川
{
五
年
生
一
中

嶋
博
文
(
比
土
竹
内
義
明
(
戒
川
」
一
六
年

生
一
藤
長
賢
一
一
(
白
滝
)
徳
山
高
司

(柴、

年{
生五~τま:I1. : 

量fj人)
弘品 i土台;
孟正~，ノ、;

竺己
III ~司

自光明
泊五 tE
/戒与

±!ll丸

スポーツ・募集

長
一
関
や

が
付

陰
暦
で
は
、
六
月
を
水
無
月
(
み
な

づ
き
・
み
な
っ
き
)
と
い
い
ま
す
。

水
無
月
を
そ
の
ま
ま
読
む
と
、
水
の

な
(
無
)
い
月
と
い
う
こ
ど
に
会
り
ま

す
が
、
こ
の
「
な
」
は
本
来
「
の
」
の

意
味
で
、
水
無
月
は
「
水
の
月
」
を
表

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

士
砂
実
害
、
肪

月
間

語
源
も
「
暑
さ
で
水
が
枯
れ
る
か
ら

ミ
ズ
ナ
シ
ヅ
キ
」
「
田
に
水
を
入
れ
る
月

だ
か
ら
水
月
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
る

よ
う
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
六
月

は
水
に
緑
の
淀
川
い
月
。
梅
雨
が
始
ま
る

の
も
、
こ
の
時
期
で
す
υ

危
険
地
域

全
国
で
凶
万
か
所

雨
は

υ
市
小
み
の
雨
υ

と
い
う
一
一
一
日
葉

ι

あ
る
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し

い
多
く
の
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
る
半
面

で
、
恐
ろ
し
い
土
砂
決
一
方
を
起
こ
す
引

先
一
令
一
に
も
な
り
ま
す
。

四
千
七
肖
四
十
二
件

l
こ
れ
は
、

最
近
五
年
間
に
但
証
た
土
石
流
・
地
す

べ
り
・
が
け
崩
れ
の
数
で
す
。
大
南
が

降
れ
芯
、
ど
こ
か
で
必
ず
土
沙
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
国
土
の

約
四
分
の
二
一
が
山
地
で
占
め
ら
れ
る
わ

が
国
に
は
、
土
石
流
・
地
す
べ
り
・
が

け
崩
れ
の
危
険
地
域
が
十
四
万
か
所
も

あ
る
の
で
す

υ

六
月
は
、
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。

長
い
川
と
強
い
雨
は
、
土
併
災
害
の
危

険
信
号
。
水
無
月
を
打
災
害
無
月
H

に

す
る
た
め
に
も
、
お
近
く
に
山
や
が
け

の
あ
る
方
は
、
点
検
と
注
意
を
お
忘
れ

な
く
っ

記

ν
一ハハ
w

熱戦が繰り広げられた相撲大会

「一一-r-壊 危険地域ア
①が，rの勾酉Eが30度以よあり、

②三百 Fが 5メ トjレL、よ上て、 4 
③がけが崩れた場乙 被去が発 j

主主する恐れのある人家が 5戸 5高

以上ある箇叶を対象としていヂさ

ます。 r
(学校附旅館などiJ<j;る i ル
土手合法、 5戸元ノ甫も合仁 /主! I 

上 J

| 偽総ィ九品偽|人;角度30度以判

」 一一一 隆雪LJえ」翻韮麹_j翻ー___1ー 」

ル
勢
初
貨
統
ψ

船
艇
職
員
。
無
線
従
事
者

海

上

保

安

芹

梅
上
保
安
庁
で
ほ
、
航
艇
職
員
、
無

線
従
事
者
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い

ま
す
c

{
受
付
期
間
}

5
月
日
品
目

1
6
月
四
百

一
探
滑
予
定
数
}
マ
胎
艇
磯
日
R
・E-
杭
海

科
約
十
五
人
、
機
問
科
約
十
五
人
マ
無

線
通
信
士
・
無
線
技
術
士
約
三
卜
人
{
受

議
資
権
一
マ
暗
相
二
十
-
一
年
四
月

-
A
H

以
降
に
生
ま
れ
た
者
マ
航
海
科
、
機
関

科
:
・
五
緋
海
技
士
以
上
マ
無
線
通
信
士
・

無
線
技
術
士
-
高
校
、
専
問
学
校
、
短

期
大
学
を
卒
業
し
た
も
の
{
試
験
日
一

円
〉
第
ム
次
試
験
:
・
昭
和
日
年
6
片
辺
日

マ
第
二
次
試
験
:
・
昭
和
田
年
6
月
お
廿

一
試
験
地
}
各
管
区
海
上
保
京
本
部

及
び
函
館
、
釧
路
、
高
松
、
長
崎

写
真
・
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

簡

保
e

年

金

資

金

郵
政
省
簡
易
保
険
ロ
同
等
で
は
、
簡
易

保
険
創
業
七
十
周
年
、
郵
便
年
余
創
業

六
十
周
年
を
記
念
し
て
、
箔
保
・
年
金
一

資
金
を
題
材
と
し
た
写
真
な
次
の
要
領

で
募
集
し
て
い
ま
す
υ

一
テ
ー
マ
一
簡
易
年
金
資
金
で
つ
く

ら
れ
た
施
設
及
び
簡
保
年
金
加
入
古
福

祉
施
設
を
題
材
と
し
た
作
品
。
一
作
品
の

サ
イ
ズ
一
マ
小
学
生
、
巾
学
生
の
部
:
-
キ

ャ
ビ
ネ
(
カ
一
7
1
・
白
黒
)
マ
一
般
の

部
・
:
四
ツ
切
(
カ
一
一
フ

i

・
白
黒
)
、
ス
ラ

イ
ト
(
二
一
十
五
ミ
リ
以
上
)
一
作
品
の
応

一
号
先
}
お
近
く
の
郵
便
凶
一
募
集
期
間
一

昭
和
は
午
5
凡
1
日
1

7
月
壮
け
雪
地

募
上
の
注
意
一
マ
未
発
表
一
の
作
品
マ
応

募
点
政
は
、
小
学
生
、
中
乍
生
の
部
:
-

一
一
点
以
内
、
骨
一
般
の
川
γ

凡
点
以
内
、
組

写
真
は
一
組
三
校
以
内
マ
応
募
作
品
に

は
必
ず
応
募
票
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
け

ま
た
、
第
二
十
一
紅
回
筒
男
保
険
・
郵

便
年
余
仁
問
す
る
作
文
を
次
の
要
相
で

募
集
し
て
い
き
す
。

一
募
集
期
間
一
昭
和
日
午

5
月
1
日

1

6
月
初
日
{
応
募
資
格
}
[
〉
小
学
校
五
回

六
年
生
マ
中
学
校
一
・
二
・
二
一
年
生

一テ

I
マ
}
マ
課
題
:
簡
易
保
険
、

郵
便
年
金
に
関
係
あ
る
も
の
マ
自
由
題
・
:

日
ご
ろ
考
え
で
い
る
こ
と
、
思
っ
て
い

る
こ
と
、
感
動
し
た
こ
と
な
ど
マ
記
念

題
「
二
十
一
世
紀

1
私
た
ち
は
」
{
原

稿
枚
数
]
マ
小
学
生
:
同
百
字
詰
原
稿

用
紙
三
枚
程
度
マ
中
学
生
・
・
・
四
百
字
詰

原
稿
用
紙
四

1
五
枚
程
度
一
応
募
先
一

お
近
く
の
郵
便
局
ヘ
持
参
し
で
く
だ
さ
い
。

工
業
統
計
調
査

広
報
用
ポ
ス
タ
ー

通
商
産
業
活
で
は
、
工
業
統
計
調
査

の
円
滑
な
実
施
を
阿
る
た
め
、
全
国
の

製
造
業
を
常
仕
事
業
所
向
け
広
報
用
ポ

ス
タ
ー
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
応
募
作
品
内
容
一
応
募
作
品
は
、

製
造
業
を
蛍
む
事
業
所
が
て
業
統
計
調

査
に
対
す
る
選
解
を
深
め
、
そ
の
協
力

が
得
ら
れ
る
内
容
の
も
の
で
か
つ
未
発

ぶ
の
も
の
。

一
ポ
ス
タ
ー
の
規
格
一
用
紙
の
大
き

き
縦
印
セ
ン
チ

M
、
横
担
セ
ン
チ
が
で

縦
長
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
使
間
す
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(お岸本印刷印刷昭和61年 6月 1日発行(毎月 1日発行)昭和61年 6月号広 報ながはま

る
色
は
四
色
以
内
。
図
案
に
は
、
「
通
商

産
業
省
」
「
工
業
統
計
調
査
」
「
昭
和
白
年

目
月
況

H
」
の
文
字
を
必
ず
入
れ
て
く

だ
さ
い
。
ポ
ス
タ
ー
の
暴
面
に
、
「
住
所
、

氏
名
、
職
業
、
(
学
生
の
場
合
は
学
校
名
、

学
年
)
」
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

一
応
募
期
間
一
昭
和
白
年

5
月
刊
日

か
ら
6
月
初
日
ま
で
(
当
日
消
印
有
効
)

一
応
募
先
}
一

T
m
松
山
市
一
番
町
四

丁
目
四
の
二
愛
媛
県
地
方
振
興
部
統

計
調
査
課

方』 お祝い

勺喝さ量
-:::Jーす」

お祝い電報 の受付は、配達 Hの10目前から

受付しており、 3目前までにお申し込みにな

ると 150円 割引になります。お早めに電話局
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大字
人 口

世帯数
男(人) 女(人) 計(人)

イ二 久 144 142 286 107 

長浜 1，470 1，728 3，198 1，103 

青島 39 52 91 53 

黒 田 191 202 393 120 

2中 t甫 597 668 1，265 380 

今土方 329 369 698 190 

構 生 396 489 885 277 

三頁 r尺 91 98 189 53 

出海 380 398 778 255 

下須戒 493 547 1，040 284 

穂積 65 71 136 39 

上老松 145 169 314 91 

豊茂 400 420 820 231 

白 j竜 444 547 991 353 

戒川 156 150 306 90 

大越 36 23 59 17 

柴 335 339 674 201 

合計 5，711 6，412 12，123 3，844 

(S .61年4月1日現在)
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は や 6月.ゲこの月で 1年の

前半 が 縛 る 。 月 の なかばは入

梅。庭の紫陽花が雨に打たれ

る風情はなんとも言えない。

古くは「あづき pl ，J三言つで

「集った慌の花」という:窓口ぷ

だが、了五三葉l土、ホラ日大台・

高慢・雫tV)気ー冷淡 な ど C、必

人に使ってはいけないA それ

にしても、今年の新人十|員は

この半年間什υI を γ.~ /lどのだ

ろうか。そろそろ ij事にあき

が来たり、失望したりしてい

る人はないだろうか。せっか

く希望して就職したのに、失

望したり 、 嫌 気 が さしたりす

るのは、身近な恩恵や良さを

忘却している証拠である。水、

常気 、 健 康 、 仕 事 、地球の存

ィ恒等その恩恵、の限りなさをか

みしめ生活の'i-I方を考えなわー

したいA こ ど も の H、士辻ぴ)日

を送って、父、の上jをさ手 μ日課

日に迎え、ハラの花 を持:fH

ごろの父親の号、芳、に感謝する。

父 親自身は白分会見i南:し、不

幸にして父を亡くした人は之
しの

を{思ぷ日にしたいム現在社会

問題となっている家 庭内暴力

や学校暴力、中高生 の自殺の

解消も対話を深め温かい家庭

作りこそ根幹である。人生は

H標に向い仕事に精魂を打ち

込んでこそ尊く美し い。今日

と いう日は二度ない。一日-

H地域社会発展に尽そう。
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数

人口をふやしましょう

5月 1日現在 前月との比較

12，080人 43人J威
人 口 (男 5，689人)

(似減)
女 6，391人 21人減

世帯数 3，836世帯 8世帯減

帯世ロ人


